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 タンパク質は多彩な機能を持つ最も重要な生体分子の一つです。私たちは「細胞内有機化学の創造」を目指
して、有機化学、超分子化学をはじめとする「ケミストリー」を武器にタンパク質の工学的研究を展開して
います。例えば、タンパク質の可視化解析に有用な新しい化学修飾手法の開発や、タンパク質の機能を解析
するためのプローブ分子開発などに挑戦し、タンパク質を中心としたケミカルバイオロジー研究を展開して
います。また、タンパク質・細胞の機能解析や再生医療に有用な新しいナノバイオマテリアルの創製につい
ても研究を行っています。私たちが開発した超分子ハイドロゲルは、生体環境に近いセミウェット状態を提
供する”自己組織化”材料として注目を集めています。 

 

研究内容 
1. 細胞内有機化学の創造 
2. タンパク質機能を探る人工プローブ分子の創製 
3. タンパク質•細胞のための機能性バイオマテリアルの創製 



新しい生命化学の創造を目指して  

 

 

 
 
(最近の研究業績)  
(1) Nat. Nanotech. Just accepted, 2017, (2) Nat. Commun. 8, 14850, 2017 (3) Nat. Methods, 13, 931-937, 2016, (4) Nat. 
Chem., 8, 958–967, 2016, (5) Nat. Chem. Biol., 12, 822-830, 2016, (6) Nat. Chem., 8, 743-752, 2016 など 
 
(卒業生の進路)  
大学教員：北海道大学、東北大学、東京大学、京都大学、九州大学、名古屋工業大学、徳島大学、奈良女子大学、岐阜大
学、北陸先端大学、富山大学など。企業：シオノギ製薬、JT（創薬研）、武田薬品、東レ、旭化成、帝人、クラレ、東
洋紡、富士フィルム、三井化学、花王、味の素、テルモ、JSR、キャノン、カネカ、グンゼ、サンスターなど。 


